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抄録：本研究は，これまで研究の行われていない 20 世紀初頭のラ・ショー＝ド＝フォンにお
けるスイスのフランス語圏のアール・ヌーヴォーの作品を対象とし「ART NOUVEAU
2005～2006」の公式サイトから各作品の写真資料，作者名，制作年代，所蔵場所等に着目し
てモチーフについて検討を行ったものである．ラ・ショー＝ド＝フォンでは，2005 年から
2006 年にかけて博物館のコレクションや，壁画など市内のアール・ヌーヴォーの作品 101 点
を巡るイベントが行われ，それらは「応用美術」「階段装飾」等と 11 の種類に分けられて紹
介されている．また，写真資料から主に用いられているモチーフは，植物 16 種類，動物 8種
類に分類出来ることが明らかになった．
キーワード：アール・ヌーヴォー，スティル・サパン，スイス連邦，ラ・ショー＝ド＝フォ
ン，写真資料
La Chaux-de-Fonds, Canton de Neuchâtel, Switzerland,
Early Twentieth Century Art Nouveau Works from
with a Focus on Photographic Material from
“Art Nouveau 2005-2006”
Ryo Toyoshima1), Hisao Habuka2)
1)Graduate student, Graduate School of Design, Sapporo City University
2)Graduate School of Design, Sapporo City University
Abstract:This study concerns previously unexamined early 20th century Art Nouveau pieces
from La Chaux-de-Fonds, a city in the French-speaking region of Switzerland, with a focus on
works of art publicly displayed during “Art Nouveau 2005-2006.” This event was held in La
Chaux-de-Fonds in 2005 and 2006 and centered on 101 Art Nouveau pieces in the city,
including museum collections and frescos, which were classified under 11 categories such as
“applied art” and “staircase ornament.” After we identified information for each piece―photo-
graphic material, artist, period, location, etc.―we classified the motifs. It was clear from the
photographic material that the motifs primarily used were 16 types of plants and 8 types of
animals.
Keywords: Art Nouveau, Style sapin, Switzerland, La Chaux-de-Fonds, Photographic material
1 ．緒言
スイス連邦はドイツ，フランス，イタリア，オー
ストリア，リヒテンシュタインに囲まれた連邦共
和国家である．また各地方の地理的，歴史的理由
から使用言語が分かれているため，ドイツ語，フ
ランス語，イタリア語，ロマンシュ語の 4つを公
用語と定めている1)(図 1 )．
31SCU Journal of Design & Nursing Vol. 9, No. 1, 2015
SCU Journal of Design & Nursing Vol. 9, No. 1, pp.31-42, 2015
ラ・ショー＝ド＝フォンはスイス連邦ヌーシャ
テル州にあるスイス時計製造業の代表的都市であ
る．1848 年以降，この地はヌーシャテル州の経済
の中心地となった．社会生活と文化生活は増進
し，都市のインフラストラクチャーは，博物館，
劇場，図書館などとともに発展した2)．20 世紀初
頭のラ・ショー＝ド＝フォンは，スイスのフラン
ス語圏のアール・ヌーヴォーの中心地となった3)．
ル・コルビュジエの生まれた地であり，今でも彼
の初期の作品を見ることができる．
1905 年以降，この地方特有のアール・ヌー
ヴォーの一様式である「スティル・サパン」(le
style sapin，サパンは「モミ」の意味)が発達した．
スティル・サパンの様式は，ラ・ショー＝ド＝フォ
ン美術学校で，シャルル・レプラトニエが主導す
る形で生まれたもので，その装飾様式はジュラ山
脈の動物相や植物相に触発されている．スティ
ル・サパンの様式は，時計製造業，建築，日用品
などに広く適用されている．
ラ・ショー＝ド＝フォンでは，2005 年から 2006
年にかけて市内にあるアール・ヌーヴォーの作品
を巡るイベントが行われた4)注1)．博物館のコレク
ションや，建築物，装飾，壁画など市内のアール・
ヌーヴォーの作品が公式 Web サイト「ART
NOUVEAU 2005～2006」に紹介されている．
しかしフランスやベルギー，ドイツ等における
19 世紀後半から 20 世紀初頭におけるアール・
ヌーヴォーの芸術運動に関しては実例をもとに詳
しい研究が行われているが5)，スイス連邦国内に
おける調査はされておらず，歴史的背景や土地と
の関連性を観察した研究は十分になされていな
い．「 ART NOUVEAU 2005～2006 」は ラ・
ショー＝ド＝フォンのアール・ヌーヴォーの作品
を写真とともに抽出できるだけでなく，スティ
ル・サパンの作品についても包括的に扱われてい
るため，モチーフや作者の類型化を行うことがで
きると思われる．
以上のことから，本研究は，「ARTNOUVEAU
2005～2006」に取り上げられたアール・ヌーヴォー
の作品を資料とし，スイス連邦ヌーシャテル州
ラ・ショー＝ド＝フォンにおける 20 世紀初頭の
アール・ヌーヴォーの作品の特徴を明らかにする
ための基礎として，モチーフの分類を行った．
2 ．資料について
「ART NOUVEAU 2005～2006」の公式サイト
には 101 点注2) の作品が掲載されている(写真 1 ～
写真 101)．それらは「応用美術」「階段装飾」「陶
器」「鍛冶製品」「フリース(帯状彫刻装飾)」「時計
製品」「家具」「モザイク画」「彫刻」「ステンドグ
ラス」「現存しないもの」と，11 の種類に分けられ
ている．すべての作品に 1 枚の写真資料と作者
名，制作年代，所蔵場所等注3) が書かれている．制
作年代について書かれた作品が 95 点，制作者名
が書かれた作品が 36 点，その他作品に関する情
報が書かれた作品が 44 点ある．それらの写真と
情報を，Web サイト上での掲載順に番号をつけ
てまとめた(表 1 )．
3 ．モチーフの分類
1 )表について
101 点の中で植物様の作品は 67 点，動物様の作
品は 28 点であった．動植物どちらもモチーフに
使われていない作品が 6点あった．作品の写真や
作品名からモチーフにしたものを特定し，植物は
16 種に分けて表 2，動物は 9種に分けて表 3を作
成した注4)．
2 )植物をモチーフにした作品
表 2では左の縦軸から，モチーフ，作品数，番
号，モチーフとの関連性について整理しまとめた．
モチーフの種類に下線があるものは樹木であり，
下線がないものは草花であることを示している．
樹木をモチーフにした作品は 15 点あり，そのう
ちモミが 10 点，オークが 1点，ガマズミが 1点，
カエデが 1点，クリが 1点，トチノキが 1点の 6
種類に分類できた．これらの樹木はアルプス山脈
周辺に分布しており，ヨーロッパ原産の種がある
事もわかった．また，スティル・サパンの特徴で
あるモミの木をモチーフにした作品は 10 点ある
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図 1 スイス連邦の言語区分(筆者作成)
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表 1 掲載作品一覧表
ことがわかった．
また，草花をモチーフにした作品は 13 点あり，
リンドウが 3点，バラが 2点，クレマチスが 2点，
ケシが 1点，タンポポが 1点，シクラメンが 1点，
アイリスが 1点，チューリップが 1点，キョウチ
クトウが 1点の 9種類に分類できた．植物に関し
ては，フランス共和国との国境にあるジュラ山脈
の麓の低山帯で生息しているアルペンフローラ注5)
と言われる花が用いられていることが多かった．
リンドウ，クレマチス，ケシ，タンポポ，シクラ
メンがそれにあたる．作品名からモチーフが判断
できないものや，花や葉が抽象的な描かれ方がさ
れてモチーフの植物が特定できなかったものがそ
の他の 39 点に含まれる．
3 )動物をモチーフにした作品
表 3では上からモチーフ，作品数，番号，主な
作品とその写真に整理しまとめた．用いられてい
るモチーフが特定できた作品は 18 点あり，ヒト
が 10 点，リスが 2点，蝶が 1点，トンボが 1点，
コオロギが 1点，オウムが 1点，クジャクが 1点，
白鳥が 1点の 8種類に分類できた．モチーフにつ
いて動物の種類や名称が作品名に書かれていない
ものがその他に含まれる．
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4 ．結論
本研究は，これまで研究の行われていないスイ
ス連邦ヌーシャテル州ラ・ショー＝ド＝フォンに
おける 20 世紀初頭のアール・ヌーヴォーの作品
を写真資料から，16 種類の植物，8種類の動物の
モチーフに分類できた．スティル・サパンの特徴
であるモミの木をモチーフにした作品は 10 点あ
ることがわかった．モミの木はラ・ショー＝ド＝
フォンの周辺に多く自生しており，周辺環境から
影響を受けていることも推察できる．また有機的
なフォルムをさらに抽象化し反復させて並べる傾
向もみられる．
今回の分類をもとに，作者名やモチーフに注目
し，フランス語圏全体またはスイス連邦全体での
アール・ヌーヴォーの作品についての研究を行う
ことができる．しかし，本研究では「ART
NOUVEAU 2005～2006」の公式サイトの資料の
みを参考にしており，ラ・ショー＝ド＝フォンに
おける 20 世紀初頭のアール・ヌーヴォーの作品
を網羅的に扱っているという保証はない．そのた
め，すでに研究の行われているフランス，ベル
ギー，イタリア，ドイツなどのアール・ヌーヴォー
の作品と比較し，スイス連邦でのアール・ヌー
ヴォーの特徴を明確にそれらの価値を評価するこ
とが今後の研究において重要である．
注
注 1 )ラ・ショー＝ド＝フォンでは，2005 年から 2006
年にかけて市内にあるアール・ヌーヴォーの作品
を巡るイベントが行われた．この地で芸術家とし
て活躍していたシャルル・レプラトニエが教授と
して，シャルル＝エドゥアール・ジャンヌレ＝グ
リのちのル・コルビュジエが生徒として在籍して
いたラ・ショー＝ド＝フォン芸術学校の 100 周年
を祝ったものとなっている．
注 2 )101 点の中で写真 13 と写真 14，写真 34 と写真
35，写真 44 と写真 45，写真 46 と写真 47，写真 62
と写真 66，写真 67 と写真 68，写真 100 と写真 101
は詳細を写した写真や，別角度からの写真である
ため作品自体は同一のものである(表 1 特徴欄参
考)．そのため紹介されている厳密な作品数は 93
作品となる．しかし，今回の研究では対象とした
「ART NOUVEAU2005～2006」の公式 Web サイ
ト上で紹介されている作品数 101 点を参考とす
る．
注 3 )時計等小さな作品に関しては，所蔵されている
美術館の名前が記載されているが，ステンドグラ
スや壁面装飾等移動が不可能なものに関しては，
建築物の住所が掲載されている．
注 4 )植物と動物のモチーフが用いられている作品
や，植物が 2 種類以上，動物が 2 種類以上用いら
れている作品については， 2 つの表に記載や 1 つ
の表で 2つの項目に記載している．
注 5 )ドイツ語でアルペンフローラまたはアルペンプ
フランツェンといい，日本語では高山植物と訳さ
れる．しかしスイスでは基本的に，森林限界上に
ある植物という狭義よりも山々に生育する植物と
いう広義で考えられている．
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表 2 植物をモチーフにした作品
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表 3 動物をモチーフにした作品
写真 4 クッション
写真 7 モミの木が彫刻されたパ
ネル
応用美術
写真 2 ティーポット 写真 3 壁画“浄化の火”“魂の飛行”写真 1 リスの壁画
写真 5 内装壁面装飾“森”
写真 8 火葬場の天井画
写真 10 寝室用の壁紙 写真 11 リビングの壁紙 写真 12 リビングの壁紙
写真 9 厚紙を用いた絵画
写真 6 天井画“鳥と蝶”
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写真 13 チャペルの照明 写真 14 チャペルの照明 写真 15 バックル制作
写真 16 壁画“魂の飛行”
階段装飾
写真 18 階段とケシ
写真 17 階段と白いバラ
写真 22 階段とクレマチス
写真 23 階段と栗とタンポポ
写真 24 階段とカエデ
写真 19 階段とクレマチスと肖像
写真 20 階段とオーク
写真 21 階段とガマズミ
写真 27 肉屋のタイル
陶器やタイル
写真 25 階段と栗 写真 26 階段とバラ
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写真 40 ヴィラシャンテ・チキン
欄干
写真 41 ラ・ショー・ド・フォン発
電所の入り口
写真 42 トチノキの正門
写真 37 陶器(ドアの装飾部) 写真 38 野外音楽堂
写真 39 出入口の天蓋
写真 34 陶器のキッチン
写真 35 陶器のキッチン 写真 36 タイル
写真 31 陶器の壁
写真 32 陶器の壁 写真 33 陶器のバスルーム
写真 28 バスルーム
写真 29 タイル
写真 30 タイル
鍛冶製品
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写真 46 ポータルの花 写真 47 ポータルの花 写真 48 鉄製バルコニー
写真 43 鍛冶製品
写真 44 鍛冶製品
写真 45 鍛冶製品
写真 49 “トンボ” 写真 50 鍛冶製品
写真 51 野外音楽堂
写真 52 フリース(帯状装飾)
写真 53 時計のケース
写真 54 鳥の時計のケース
時計製品フリース(帯状装飾)
写真 55 リンドウの研究 リンド
ウの懐中時計 写真 56 モミの木の懐中時計
写真 57 アール・ヌーヴォー・ク
ロック
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写真 61 アール・ヌーヴォー様式
のダイニング
写真 62 “彼方に向けて” 写真 63 モザイクオムニアラホー
ル
写真 58 コオロギの研究 コオロ
ギの懐中時計
写真 59 懐中時計の計画
写真 60 時計とステンドグラス
写真 70 “オセアニア”モザイクメ
ダリオン
写真 71 “城” 写真 72 火葬場のポーチ
写真 67 “人生の勝利”
写真 68 “人生の勝利” 写真 69 舗装のモザイク
写真 64 鳥のモザイク
写真 65 シクラメンのモザイク
写真 66 “彼方に向けて”
家具 モザイク画
彫刻
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写真 76 サロンのステンドグラス 写真 77 サロンのドア 写真 78 ステンドグラス
写真 73 火葬場の南階段
写真 74 “理想に向けて” 植物を
モチーフにしたレリーフ
写真 75 オウムのステンドグラス
ステンドグラス
写真 79 アイリスのステンドグラス 写真 80 バルコニー
写真 81 ステンドグラスの出窓
写真 82 バルコニー
写真 83 バスルーム 写真 84 フラワー
写真 85 バルコニー 写真 86 ピーコックのステンドグ
ラス
写真 87 チューリップのステンド
グラス
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写真 91 ベイの天井のステンドグ
ラス
写真 92 タマキビのステンドグラ
ス
写真 93 埋め込まれたステンドグ
ラス
写真 88 ステンドグラス 写真 89 寺院のステンドグラス 写真 90 ピアノとステンドグラス
写真 100 ホテルポストのホールの
装飾
写真 101 ホテルポストのホールの
装飾
写真 97 白鳥のいるバスルーム 写真 98 フリース(帯状彫刻装飾)
写真 99 庇
写真 94 大きな黄リンドウの窓の
計画
写真 95 ステンドグラス
写真 96 寄木細工の時計と窓
現存しないもの
